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平成 18 年 7 月豪雨災害 岡谷市小田井沢 

令和 3 年 9 月豪雨災害 茅野市下馬沢 

諏訪地方の死者が発生した大きな災害  

令和 4 年 12 月 



年度 災害名 気象 被害個所 被害状況 死者 ページ

2

昭和34年 台風７号 107㎜/日 富士見町千ケ沢 8月14日午前8時頃、千ケ沢上流部で土石流発生 【死者19名】 3

昭和42年 台風7号 110㎜/日 諏訪市武津餓⿁山 7月10日午前1時頃餓⿁山で斜面崩壊 【死者３名】 4

昭和47年 集中豪雨 121㎜/日 諏訪市赤津川 7月10日午後9時頃赤津川上流で斜面崩壊 【死者４名】 5

昭和56年 集中豪雨 154㎜/日 岡谷市塚間川 7月13日午後9時頃の豪雨で各所浸水被害発生 6

昭和57年 台風10号 80㎜/日 富士見町白樺団地 8月2日午前2時30分裏山斜面崩壊80m3 【死者２名】 7

諏訪市唐沢川 9月28日午後7時30分阿弥陀寺上から土石流発生 【死者１名】 8

諏訪市福沢川 9月28日午後６時30分頃福沢川右支川から土石流発生 【死者１名】 9

諏訪市角間川 9月28日午後9時頃角間川下流あふれる 10

諏訪市島崎川 9月28日午後9時頃島崎川下流あふれる 11

諏訪市宮川 9月28日午後7時40分頃から護岸決壊 5か所 12

諏訪市砥沢川 9月28日午後6時40分頃かけひから土石流が流下 13

諏訪市沢川 9月28日午後10時30分頃から各所で護岸決壊 14

茅野市音無川 9月28日午後8時頃音無川下流護岸決壊 15

茅野市横河川 9月28日午後9時頃横河川下流護岸決壊 16

茅野市桧沢川 9月28日午後9時頃桧沢川下流護岸決壊 17

岡谷市小田井沢 7月19日午前４時30分土石流が発生 【死者７名】 18

岡谷市志平川 7月19日午前４時30分土石流が発生 【死者１名】 19

岡谷市上野原 7月19日午前４時30分土石流が発生 20

諏訪市中ノ沢 7月19日午前４時30分土石流が発生 21

諏訪市小田井沢 8月8日午後7時30分土石流2500m3住宅地に流下 22

諏訪市唐沢川 8月8日午後7時30分土石流6000m3住宅地に流下 23

諏訪市権現沢 8月8日午後7時30分土石流2000m3住宅地に流下 24

諏訪市細沢 8月8日午後7時頃土石流600m3住宅地に流下 25

効果事例⑴ 諏訪市中ノ沢、沢川 26

諏訪市新川 8月8日午後8時頃から各所で堤防決壊、浸水 27

岡谷市川岸 8月15日午前3時頃中央道のボックスを抜けて土石流が流下 【死者３名】 28

効果事例⑵ 岡谷市小田井沢、志平沢、本沢 29

集中豪雨 63㎜/ｈ 茅野市下馬沢 9月5日午後7時頃下馬沢土石流発生 1万m3超の土砂流出 30

連続雨量215㎜

118㎜/ｈ

平成18年 梅雨前線豪雨 148㎜/日

連続雨量230㎜

目 次

大きな災害個所

集中豪雨 連続雨量386mm

諏訪地域に発生した主な災害

令和3年

台風10号昭和58年

平成21年 集中豪雨
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昭和34年8月豪雨災害 河川災害関連事業 千ケ沢 富士見町立沢
昭和34年8月10日、マリアナ東方洋上に発生した熱帯性低気圧が北西進して、12日10時に硫黄島の南東約500キロ

メートルで台風7号となった。台風7号はその後毎時50キロメートル内外に速度を速めて北上し、14日6時半頃にはつい
に富士川河口付近に上陸した。その後台風は富士川に沿って北上し、猛烈な暴風雨を伴って7時ごろ山梨県に午前8時こ
ろには富士見町に襲来し、富士見町千ケ沢では鉄砲水が発生し19名の方が亡くなる甚大な被害が発生した。

写真-２ 災害復旧により設置された砂防えん堤
写真-４ 南信日日新聞掲載記事 昭和34年8月16日

　昭和34年8月台風７号豪雨災害

場　所 諏訪測候所

日最大 107.3ｍｍ

1h最大雨量 24.5ｍｍ

死者19名、全壊流失13棟

床上浸水45棟　床下浸水371棟

8月14日　台風7号が接近

同未明　千ケ沢上流で地滑り

同日６時半ころ富士川河口に上陸

同日８時ころ台風7号富士見町に

同8時15分　千ヶ沢上流部で鉄砲水発生

被災状況

被災経緯

写真-３ 流路工整備と床止め工群

図-２ 被災状況図

図-３ 8月14日台風7 号通過時間

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤

谷 止 工

死者発生箇所

凡 例

写真-1 慰霊碑

図-1 位置図

被災箇所

図-４ 8月14日台風7 号総雨量

千ケ沢砂防えん堤
h=７m,L=55m

松岩砂防えん堤
h=6m,L=80m
S36竣工

赤岳雨量局
立場川砂防えん堤
h=7m,L=35m

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和42年7月10日豪雨災害 餓鬼山山崩れ 諏訪市武津
諏訪市

下諏訪町

岡谷市

諏訪湖
原 因 梅雨前線豪雨による水害

日最大雨量 110ｍｍ（9日～13日）

継続雨量 146.9ｍｍ（9日～10日）
死者 3人
負傷者 5人
7/10 午前1時20分頃餓⿁山で斜面崩壊
 1軒全壊 1軒半壊
午前2時 周辺6軒に避難命令
 死者3名、重軽症者5名
午前9時30分 新たに4軒避難命令

被災状況

被災経緯

昭和42年7月10日豪雨災害被災状況台風7号くずれの低気圧は9日朝から10日未明にかけて各地に集中豪雨を降らせ河川の氾濫、がけ崩れが続発、
昭和36年6月～7月にかけての災害以来の甚大な被害をもたらした。10日午前1時20分頃、諏訪市武津の通称餓⿁山
に山崩れが発生した。山崩れは高さ約25ｍ幅20ｍ約300m3の土砂が山裾にある2戸を全半壊させ、3名が死亡、5名
が重軽傷を負った。餓⿁山は、高さ約40m、幅80ｍの小山で、一昨年まで宅地造成を目指した道づくりが工事が行
われ、山肌がつづら折りの道の沿ってけづり取られている。この地盤が最近の雨でゆるみ今回の豪雨により崩れた
ものとみられている。この山はここ数年新興の住宅地として登場し、ぼつぼつと家が建ち始めたが、一昨年の７月
の大雨で、山崩れの恐れが今回の被害を受けた小林、松沢さん宅を含む５戸20人が避難したことがある。この時
造成工事に対する地元の批判が出て、工事はその後中止されていた。しかし今回の災害も当時の「道路工事によ
る”人災だ"」とする声が強い。

写真-1 当時の被災の様子を掲載した新聞
図-2 被災箇所諏訪市武津

図‐3 被災箇所平面図

図1 位置図

写真-2 全壊した小林さん宅

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤

谷 止 工

死 者 発 生 箇 所

凡 例

被災状況
復旧工事 （緊急治山事業等）

土留め工
（コンクリート、ブロック積等）8基

補強土工（鉄筋挿入工）645㎡

写真-3 法面工事（補強土工） ..写真-4 コンクリート擁壁工

被災箇所

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和47年7月10日豪雨災害 赤津川 諏訪市普門寺
昭和47年7月10日午後9時30分頃、赤津川の集水区域に120ヘクタールに集中した豪雨により赤津川上流に約

0.2ヘクタールの新生崩壊地が発生、この崩壊土砂により赤津川本流が堰止められ、これに満水していた雨水が
堆積していた土砂と共に一挙に崩壊流失して、一大土石流を形成し、この土石流は赤津川本流を縦、横浸食し
河川周囲の表土は勿論、巨石、樹木を根こそぎ流送、下流1.1キロメートルの普門寺の住宅地に突入一瞬にして
甚大な被害をこの地域に与えた。

諏訪市

下諏訪町

岡谷市

諏訪湖

原 因 集中豪雨
日最大雨量 120mm（10日）
継続雨量 239.5mm（9日～13日）

死者４名
重軽傷者 8名
損壊家屋全壊6棟 半壊28棟
7/10 午後 9 時過ぎ赤津川上流山桑峠の
山腹が抜け落ち土石流が発生
普門寺地区最上部の２軒が全壊

被災状況

被災状況

被災経緯

被災状況

災害復旧工事

写真‐1 壊された左ヶ久保えん堤（谷止工）
昭和36年豪雨災害関連治山事業で設置されたもの

写真‐5 県道すぐ上に整備された1号治山えん堤

写真‐2 最上流部 集塊岩の岩肌が白く出ている
左上の白線に見えるのが桑原汐

写真‐3 この付近に亡くなった増沢、小口宅

図1  位置図

治山谷止工 6 基

普門寺公民館

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤
谷 止 工
死 者 発 生 箇 所

凡 例

土石流保全対象
公共施設

普門寺公民館
国道20号
ＪＲ中央本線
四賀保育園

人家110戸

図2 被災状況平面図

写真‐6 上流部に整備された治山えん堤

被災箇所

写真‐4 当時の被災状況を伝える信濃毎日新聞

細久保砂防ダム
h=14m,L=109m
S62竣工

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和56年豪雨災害 河川激甚災害対策特別緊急事業 岡谷市塚間川
岡谷市の中心部を流れる塚間川は、都市化に伴い治水機能が低下しており、毎年氾濫を繰返しその改修が強く望まれて

いた。昭和56年7月13日の集中豪雨では、塚間川、大川が氾濫し3,055戸に及ぶ多数の家屋や事業所が床上及び床下浸水の
被害を受けたほか、JR中央本線も岡谷駅付近で浸水をするなど、その浸水被害は105haに及んだ。これを契機として河川
激甚災害対策特別緊急事業の採択がなされ、地域住民の生命、財産を守り、水害のない快適な街づくりをめざし、塚間川
を抜本的に改修することになった。この事業は、⾧野県が昭和56年度に着工し昭和63年3月に完成させた。事業区間は岡
谷市街地を流れる都市河川であるため、地域住民の憩いの場として親しまれるよう河川環境に配慮し親水護岸、公園等を
整備した。

諏訪市

下諏訪町

岡谷市

諏訪湖

日最大 154ｍｍ（7月13日）

1h最大雨量 70ｍｍ

床上浸水 2,037戸

床下浸水 1,018戸

浸水面積105ha

梅雨は平年より早く11日に開けた

梅雨後も上層の寒気の流入により大気が不

安定

12日に岐阜県で豪雨

13日広範囲に熱雷が発生

特に諏訪地方は時間最大70mmを記録

昭和56年7月豪雨被災状況

被災状況

被災経緯

写真-2 今井調節池取水設備

図-1 位置図

写真-1 地下に設けられた調節池

図-２ 被災状況平面図
災害復旧工事

被災状況

河川激甚災害対策特別緊急事業
岡谷市下浜～郷田

護岸工 1,705ｍ
付帯橋梁 鉄道橋1橋 道路橋15橋
用地面積 17,100㎡
移転家屋 92戸
事業費 5,270百万円
工期 昭和56年度～昭和63年度

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤

谷 止 工

死者発生箇所

凡 例

大川調節池事業の概要
箇所名 岡谷市山下町
型式 横越流方式
貯水量 V=4,640ｍ３ 地下構造

高さ4.9ｍ 地上は防災広場
敷地面積 A=1,407m2
排水ポンプ 3.4トン/分×2基 全量を
排水するに11時間要する
事業年度 平成15年度～平成20年度

今井西調節池事業の概要
箇所名 岡谷市神明町～本町
形式 分流方式
貯水量 17,000ｍ３

排水ポンプ なし 自然流下方式
事業年度 平成23年度～平成28年度

←今井団地より

調
節
池
取
水
口

←

塚
間
川
本
川
口

その後の治水対策事業

A

B

図-2 被災状況図

写真-3 洪水被害状況（塚間川）

写真-4 浸水被害（大川）

写真-5 完成した河川改修工事

図-３ 標準横断図

被災箇所

ﾋﾗｲｼ沢1号えん堤
h=9m,L=59m
H17.3

岡谷市役所

←天竜川

諏訪湖

長野自動車
道岡谷IC

ﾋﾗｲｼ沢2号えん堤
h=10.5m,L=58m

H21.3

ｵﾓ入1号えん堤
h=6.5m,L=56m
H27竣工

ｵﾓ入２号えん堤
h=9m,L=55m
H27竣工

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和57年8月2日豪雨災害 富士見町富士見 白樺団地
昭和57年７月23日に南西海上で発生した熱帯低気圧は発達 しながら北上し、24日３時には南西海上にて台風第

10号となった。その後も北上を続け、７月31日には 関東の南海上から東に伸びて停滞していた梅雨前線を 刺激
し、県内各地に大雨を降らした。このため千曲川 上流部の佐久地方、上小地方及び諏訪から伊那谷の東 部にかけ
て激甚な被害が発生した。軽井沢町では土砂崩れにより２人の死者、富士見町では裏山の崩壊により２人の死者
が出た。また富士見町入笠山と上高木 地区の中小河川が氾濫し、床上・床下浸水の被害が出たのを始め、諏訪市、
佐久市など県内４市町村で1,462 戸が床上又は床下浸水した。公共土木施設の被害額は全県下で400億円にのぼっ
た。

原 因 台風10号による豪雨
継続雨量 305.1mm（7月31日～8月3日）

死者２名
木造一部2階建て家屋半壊
8/2午前2時30分頃裏山の斜面が崩壊
幅20m、高さ50m約50m3の土石流が
老人の住んでいた部屋を直撃

被災状況

被災状況

被災経緯

被災状況

写真‐2 土石流被害を受けた池本さん宅
写真‐3 両親二人が亡くなった部屋

写真- 1 富士見町白樺団地 崩落個所NO① 二人の方が亡くなった現場

崩落②

崩落①

写真‐6 新聞掲載記事

写真‐4 台風10号の豪雨により被災した中央本線 写真‐5 台風10号により被災した富士見町武川橋

図-1  位置図

被災箇所

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和58年豪雨災害 河川災害復旧助成事業 角間川 諏訪市角間新田～元町
諏訪市中心部を流れる角間川、島崎川は、三つ又地先を経て諏訪湖に流入している。近代都市化に伴い治水機能が

低下し、過去の昭和34年、36年、57年と大災害に見舞われ，その度に溢水被害を繰返して、その改修が強く望まれ河
川改修工事が行われてきた。昭和58年9月28日から29日にかけての台風10号はこれまでにない記録的な豪雨となり、
角間川上流域の山腹が崩壊し土石流となり、護岸を決壊し、尊い人命を奪い、住家を流出し、多数の家屋、事業所が
浸水被害を受ける大災害となった。

諏訪市

下諏訪町

岡谷市

諏訪湖

日最大 161ｍｍ（28日）
継続雨量 215.5ｍｍ（27日～28日）

床上浸水 390戸 床下浸水 550戸
家屋流出 3戸 死者1名（支川唐沢川）
9/28-16:10 警戒水位オーバー
20:38 消防団より真澄横の橋が障害で壊したい
20:58 蓼ノ海決壊という情報が入る →誤報
21:05 小和田より角間川あふれる
 1:12 角間川の水があふれ道路を流下している
 2:00 東榊の土蔵が崩壊し角間川の流れが変わる

被災状況

被災経緯

角間川被災状況

図-1 位置図

写真-1 諏訪市唐沢合流上流付近被災状況 写真-2 国号20号横断歩道橋付近の氾濫状況 写真-3    完成した護岸（天女橋下、双葉ヶ丘）

S58年災害復旧事業概要
流路延⾧ 2,852ｍ
幅員 5.5～8.0ｍ
流域面積 13.3km２

計画流量 45ﾄﾝ～60ﾄﾝ/ｓ
橋梁26橋、移転家屋35戸
事業費 2,255百万円
工期 昭和58年度～62年度

被災箇所

写真-4 住民と綿密な協議の場になった地元
説明会（北沢公民館）

災害復旧工事

被災状況写真
図-3 下流代表横断図

写真-5 床止め工群と1号砂防えん堤

写真-6 大見山橋と用水取り入れ口

◆火山砂防事業概要
流路延⾧ 1,650 ｍ
幅員 5.5～8.0ｍ
えん堤 2基 床止工 24基
流域面積 13.3km２
計画流量 45ﾄﾝ～60ﾄﾝ/ｓ
橋梁４橋

◆内ｾｲﾌﾃｨ･ｺﾐｭﾆﾃｨﾓﾃﾞﾙ事業
流路延⾧ 1,120ｍ

施工年度昭和63年～平成元年

砂 防 え ん 堤

床 止 工 群

火山砂防事業で整備された施設

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤

谷 止 工

死 者 発 生 箇 所

S58 災害の凡例

図-2 被災状況平面図

蓼ノ海

S58災害復旧以降の砂防事業

唐沢砂防ダム
h=10m、L=70m
竣工S62

芦ケ沢砂防ダム
h=10m、L=132m

竣工H11

角間川砂防ダム
h=14.5m、L=107m

竣工S63

角間2号砂防ダム
h=14m、L=75ｍ

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和58年豪雨災害 都市対策砂防事業 唐沢川 諏訪市上諏訪字唐沢
昭和58年9月中旬からの停滞前線がもたらした雨の影響で9月28日霧ヶ峰から集められた雨水は、唐沢山からの

急こう配にその勢いを増し、山を崩し鉄砲水となって阿弥陀寺を直撃した。更にまた下方へと巨石を伴い、谷を削
り下り林の樹木を薙ぎ倒すも、その勢いは衰えず、県道の擁壁を超えそれを壊しながら角間川に落ち込んだ。山の
神近辺では民家数軒がこの土石流の侵入を受け、死者1名を出す惨事となった。

諏訪市

下諏訪町

岡谷市

諏訪湖

日最大 161ｍｍ（28日）

継続雨量 215.5ｍｍ（27日～28日）

死者 1名 負傷者１名

損壊家屋 3戸 唐沢山阿弥陀寺本堂半壊

9/28 午後7時30分 山ノ神県住下山崩れ3戸損傷

9時25分 1名死亡1名日赤に搬送
9時58分 山の神の現場近くの人は山の神保育園
     に避難している
10時04分 角間新田区⾧より藤森商店を右に
     上がったところに崖崩れあり

被災状況

被災経緯

被災状況

図-1 位置図

図-1 位置図

写真-1 1階は土砂で埋まった 写真-2 道路の舗装はほとんどめくれ上がった 写真-3  完成した砂防えん堤 高さ10ｍ、堤頂長70ｍ
写真-4 唐沢上空より双葉ケ丘を見る

災害復旧砂防えん堤工事

⾧野県では、都市対策砂防事業を

投入、昭和59年2月に着工し同年9月

に唐沢砂防えん堤を完成させ安全な

市街地の形成が図られた。

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤

谷 止 工

死 者 発 生 箇 所

凡 例

砂防事業
砂防えん堤 １基

治山事業
谷止工 １基

保全対象
県道諏訪白樺湖小諸線
人家68戸

写真-5 阿弥陀寺上の谷止工

被災箇所

唐沢砂防ダム
H=10m,L=70m
S62竣工

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和58年豪雨災害 集落保全総合治山事業 諏訪市 福沢川（三ノ久保）
昭和58年9月中旬からの停滞前線がもたらした雨の影響で緩んでいた諏訪中上の福沢地籍は9月28日の夕方山腹

幅50ｍ、⾧さ1,000ｍにわたって崩壊し、下にあった民家を押しつぶした。沢の上部にはゴルフ場、鉄平石の採石
場があり、山の構造的に保水力が乏しいことも指摘され、集落保全総合治山事業が行われていた場所であった。

諏訪市

下諏訪町

岡谷市

諏訪湖

日最大 161ｍｍ（28日）

継続雨量 215.5ｍｍ（27日～28日）

死者 １名

全壊家屋 ３戸

9/28 午後6時2分 三の久保が崩れ始める

午後6時15分 福沢川沿い住民避難を確認

午後6時34分 両角荘三氏宅土砂流入

午後7時10分 両角さんの孫が救出

午後7時25分 両角とも子さん救出

9/29午後3時58分 両角荘三さん遺体発見

被災状況

被災経緯

被災状況

写真-3 福沢山腹崩落現場と救出作業

図-1 位置図

写真-２ 流出した土石流は民家をつぶした写真-1 現場を視察した吉村知事と
説明する笠原市長

図-２ 被災状況平面図
写真4  福沢川の上流に幾重もの治山事業が実施された

災害復旧工事

被災状況

写真-5 治山えん堤 手前に竣工碑がある

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤

谷 止 工

死 者発 生 箇 所

凡 例

治山事業
谷止工 ４基
山腹工 １カ所

保全対象
公共施設

諏訪清陵高校
県道諏訪白樺湖小諸線

人家 125戸

被災箇所

唐沢砂防ダム
h=10m、L=70m
竣工S62

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和58年豪雨災害 河川激甚災害対策特別緊急事業 島崎川 諏訪市上川
諏訪市中心部を流れる角間川、島崎川は、三つ又地先を経て諏訪湖に流入している。近代都市化に伴い治水機能が

低下し、過去の昭和34年、36年、57年と大災害に見舞われ，その度に溢水被害を繰返して、その改修がが強く望まれ
河川改修工事が行われてきた。昭和58年9月28日から29日にかけての台風10号はこれまでにない記録的な豪雨となり、
角間川上流域の山腹が崩壊し土石流となり、護岸を決壊し、尊い人命を奪い、住家を流出し、多数の家屋、事業所が
浸水被害を受ける大災害となった。

諏訪市

下諏訪町

岡谷市

諏訪湖

日最大 161ｍｍ（28日）
継続雨量 215.5ｍｍ（27日～28日）

床上浸水 1,716戸 床下浸水 1,338戸
浸水面積310ha
28日9:50 大雨洪水注意報が警報に変わる
11:40 台風10号に関する情報
16:00 諏訪市災害対策本部設置
20:14 宮川きみいち保育園対岸が決壊
21:05 角間川あふれ始める
29日/7:00 諏訪市災害救助法適用

被災状況

被災経緯

島崎川被災状況

図-1 位置図

写真-1 諏訪湖周辺の浸水被害状況（諏訪市役所周辺） 写真-2 島崎川河口付近の浸水被害状況 写真-3 完成した護岸（三ツ又付近）

事業概要
流路延⾧ 2,098ｍ
幅員 8.0～27.5ｍ
流域面積 13.3km２
計画流量 100ﾄﾝ/ｓ
橋梁14橋、内鉄道橋1橋
移転家屋 75戸
事業費 10,443百万円
工期 昭和58年度～63年度

被災箇所

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤

谷 止 工

死 者 発 生 箇 所

凡 例

写真-4 地元説明会（城南一丁目公民館）

災害復旧工事

被災状況写真 図-2 被災状況平面図

写真-5 島崎川復興碑

激甚災害対策特別緊急事業

激特とよばれ一定の規模以上

の災害

・全壊家屋が50戸以上

・浸水家屋が2,000戸以上他

全体事業費は10億円以上

図-3 流量配分図

諏訪市役所

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和58年豪雨災害 河川災害復旧助成事業一級河川宮川 諏訪市・茅野市
宮川は、八ケ岳連峰、赤岳・権現岳西面を源に発して、八ケ岳のすそ野の扇状地を流下し、富士見町を経て茅野市にて阿久川・弓振川な

どと合流し、諏訪湖に流入している上川に次ぐ総延⾧約35㎞の河川である。この河川は過去にも幾多の災害に見舞われ、その都度災害復旧
及び改修工事を行ってきたが、特に昭和58年9月28日から29日にかけての日本列島南沿岸を通過した台風10号はこれまでにない記録的な豪
雨となり、各地で護岸の決壊及び浸水被害を受ける大災害となった。これを契機として諏訪湖より上流7.3㎞にわたり河川改良復旧計画を作
成し、河川災害復旧助成事業として地域住民の生命と財産を守り水害の無い街づくりを目指し、抜本的に改修することとした。この事業は
⾧野県が事業主体として昭和52年12月に着工し、昭和63年3月に完成した。事業区間は市街地を流れる都市河川であるため、地域住民の憩い
の場として親しまれるよう河川環境にも配慮し、親水護岸・公園なども整備した。

日最大 161ｍｍ（28日）

継続雨量 215.5ｍｍ（27日～28日）

宮川決壊箇所 5カ所

床下、床上浸水988戸

田畑の土砂埋塞、冠水473ha

被災経緯 28日 9:50  大雨洪水注意報が警報に変更

 19:42 四ツ家橋～文出大堰溢水

 20:]4 きみいち保育園前の左岸で決壊

    20:31 消防本部から大宮橋上流左岸決壊

    20:40  白狐線上流護岸が崩れている

被災状況

被災状況

図-1 位置図

写真-1 宮川の被災状況と必死の消防活動

写真-3 親水護岸を兼ねた河川改修工事

工事中は進入路として使用された

図-２ 被災状況平面図 災害復旧工事

事業概要
河川災害復旧助成事業
（諏訪市豊田～茅野市新井）
全体延⾧ L＝7,295ｍ

諏訪市 6,552ｍ 茅野市7 42m
支川延⾧

下馬沢 276 ｍ（茅野市）
西沢川 223 m
旧宮川 904 ｍ

付帯工事
橋梁 14橋 文出大堰1基

総事業費 63億3千万円
施工年度 昭和58年12月～63年3月

被災状況写真

図-3 標準横断図

軟弱地帯のため矢板基礎工法が採用された

写真-2 下流域の被災箇所 木流し工法

災害復旧助成事業
再度災害を防止するため災害費に助
成費（改良費）を加えて行う事業で
2億円を超えるもの。

県施工の河川、海岸に限り、道路
・砂防などは適用されない

流域図
崩壊地
土石流被害
浸水被害地
砂防えん堤

谷止工

凡例

凡例
災害伝承碑

国土地理院の災害伝承碑に
登録された

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和58年豪雨災害 砂防災害関連事業 砥沢川 諏訪市大熊・南真志野
砥沢川は、諏訪市西山地域の住宅街を流れ下る、典型的な天井川河川である。昭和58年9月中旬からの停滞前線

がもたらした雨の影響で緩んでいた砥沢川上流部の斜面が崩壊し、土石流は沢を削りながら流下し、県道岡谷茅野
線の上部に架けられたカケヒ（水路橋）が決壊し、大量の土砂が県道岡谷茅野線及び周辺の人家に流入した。
3,000m3に及ぶ大量な土石流により全壊家屋8戸半壊4戸の甚大な被害があったにもかかわらず、一人の死傷者が出
なかったのは、地元住民及び消防団の方の危険を顧みず高齢者を救出してくれたことが大きく評価された。この災
害を受け、上流部に砂防えん堤を設置した他、この水路橋を撤去し掘り込み河道にするため、延⾧742メートルの
河川改修工事を行った。

日最大 167.5ｍｍ（28日）諏訪測候所
継続雨量 215.5ｍｍ（27日～28日）

カケヒ（水路橋損壊）
家屋全壊 8戸 半壊 4戸
27日13:10 大雨洪水注意報
28日になっても雨は止まず、午前9時には
大雨洪水警報に切り替えられた。
午後6時15分南真志野の砥沢川沿川住民
に避難命令
避難を始めて30分後に土石流が発生した

被災状況

被災状況

被災経緯

写真-3 昭和7年頃に整備された水路橋の撤去工事

図-1 位置図

写真-２ 上空から見た水路橋周辺の被害状況
写真-1 水路橋から流出した土石流は県道岡谷

茅野線を埋め尽くした。

図-2 被災状況平面図

写真-5 中央道上に整備された砂防えん堤
高さ10m、堤頂長54m 昭和59年12月竣工

S58災害復旧工事

被災状況写真

岡谷市

下諏訪町

諏訪市

諏訪湖

釜口水門

有賀峠

事業概要
⑴砂防災害関連事業

（諏訪市大熊・南真志野）
全体延⾧L＝741.5ｍ
砂防えん堤工 1基

高さ10m ⾧さ54m
流路工 L=630m
床固め工 N=14基
河川幅員 5.7～8.0m

・付帯工事 県道取付工 L=180m 
橋梁工 3橋

県道新砥沢橋
橋⾧12ｍ 幅員7.5ｍ
中空床版橋

⑵治山事業 谷止工 7基
施工年度 58年度～59年度

写真-4  工事地元説明会
（南真志野公民館）

被災箇所

その後に整備された施設
治山谷止工 2基

現在
砂防えん堤 2基
治山谷止工 20基

諏訪西中学校

湖南小学校

流 域 図
崩 壊 地
土 石 流 被 害
浸 水 被 害 地
砂 防 え ん 堤
新設砂 防えん堤
新 設 谷 止 工
その後 新設谷止
死 者 発 生 箇 所

凡 例

砂防えん堤
h=14..5mL=98m
竣工H23

大熊ダム
h=8.5mL=４９m
竣工S48

砥沢川1号えん堤
h=10mL=54m
竣工S60

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和58年豪雨災害 河川災害関連事業 沢川 諏訪市後山
沢川は、西山を形成している諏訪市湖南後山区に在し、守屋山に水源を発し、途中日向沢川と合流して後山区内を流下し箕

輪町⾧岡新田を経て天竜川に流入している。昭和58年9月28日からの停滞前線がもたらした雨の影響で洪水が発生し、沢川の
いたるところで氾濫し、公共土木施設、農耕地が被災し甚大な被害を与えた。現況河道は渓流特有の急勾配で屈曲した河道で
あるため、屈曲部の河道修正、河床勾配を緩和するための床止工の設置、決壊護岸の整備が実施された。

日最大 167.5ｍｍ（28日）諏訪測候所
継続雨量 215.5ｍｍ（27日～28日）

護岸決壊 2691m 橋梁流失 1橋
家屋破損１戸 床下浸水1棟
27日13:10 大雨洪水注意報
28日になっても雨は止まず、午前9時には
大雨洪水警報に切り替えられた。
20:20 後山区⾧から水道本管流失
 水源側の橋が流されそう土のうで対応
22:35 沢川が各所ではん濫、便所が壊れる

被災状況

被災状況

被災経緯

図-1 位置図

災害復旧工事

Ｓ58年豪雨災害事業概要
河川災害関連事業

（諏訪市後山）
全体延⾧L＝3,111ｍ
川幅 6.3～4.0ｍ
床止工 14基 帯工 31基
橋梁工 12橋
工期 昭和58年～昭和60年
事業費 613百万円

図3  標準横断図

図-1 位置図

岡谷市 下諏訪町

諏訪市

諏訪湖

釜口水門

有賀峠

被災箇所

写真１ 工事地元説明会（後山公民館）

写真-4 現地で発生した自然石を利用した
親水護岸

写真-3 民家の裏まで迫った護岸決壊

平成21年8月豪雨災害

写真-2 沢川の屈曲部で発生した護岸決壊

昭和58年 豪雨災害被災状況写真

写真-5 平成21年豪雨災害復旧 1号砂防えん堤

諏
訪
箕
輪
線

沢川砂防えん堤

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和58年豪雨災害 河川災害関連事業 音無川 茅野市湯川
音無川は、白樺湖からほぼ主要地方道上田茅野線（現在国道152号）沿いに流下し、茅野市湯川地区で追出川と合流して

いる。河道は渓流特有の急こう配で、屈曲が激しい。昭和58年9月28日～29日の日本列島南岸沿いを通過した台風10号に
よる記録的な豪雨によりいずれの河川も氾濫決壊し大きな災害を受けた。これを契機として河川災害関連事業として採択
され、一貫した改修計画により抜本的に改修することになった。特に本箇所は水田の圃場整備事業と同時に施工した。こ
の事業は⾧野県が昭和58年度に着手し、昭和60年度に完成した。

被災状況

写真-6 被災状況

音無川河川災害関連事業
区間 茅野市湯川
流路工 1,553ｍ

床止工 16基 帯工 10基
付帯工 橋梁 橋梁 3橋

取水口 5 箇所
用地面積 9,329㎡
地権者数 29人
事業費 413百万円
工期 昭和58年度～昭和60年度

図-1 位置図

諏訪市

下諏訪町

諏訪湖

茅野市

連続雨量 230ｍｍ

日最大 186ｍｍ

1h最大雨量 23ｍｍ

被災状況 田畑埋塞　20ha

9月27日13時10分 大雨洪水注意報

9月28日9時50分　大雨洪水警報

11時40分 台風10号に関する情報

22時　茅野市災害対策本部設置

被災経緯

昭和58年9月豪雨被災状況

写真-4 被災状況

写真-3 護岸工完成 写真-5 護岸工完成

写真-1 被災状況

写真-2 工事の状況

図-3 標準横断図

被災箇所

図-２ 被災状況平面図

図-2 被害状況図

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤

谷 止 工

死者発生箇所

凡 例

S
5
8
災
害

流
路
工
1
,5
5
3
m

写真-7 治水碑

治水碑

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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檜沢川

昭和58年豪雨災害 河川災害関連事業 茅野横河川 茅野市米沢

連続雨量 230ｍｍ

日最大 186ｍｍ

1h最大雨量 23ｍｍ

床下浸水　6戸

田畑埋塞　0.94ha

9月27日13時10分 大雨洪水注意報

9月28日9時50分　大雨洪水警報

11時40分 台風10号に関する情報

22時　茅野市災害対策本部設置

昭和58年9月豪雨被災状況

被災状況

被災経緯

災害復旧工事

被災状況

写真-2 茅野横河川竣工写真 上記箇所

図-1 位置図

諏訪市

下諏訪町
岡谷市

諏訪湖

茅野市

茅野横河川は、霧ヶ峰高原に端を発し、途中、桧沢川が流入し、さらに上川に合流している。昭和58年9月28日～29
日の日本列島南岸沿いを通過した台風10号による記録的な豪雨によりいずれの河川も氾濫決壊し大きな災害を受けた。

これを契機として河川災害関連事業として採択され、河積の拡大、河道修正等一貫した改修計画により抜本的に改修
されることになった。この事業は⾧野県が昭和58年度に着手し、昭和60年度に完成した。

茅野横河川河川改修工事
区間 茅野市米沢
流路工 1,104ｍ

床止工 1基 帯工 10基
橋梁工 1橋 水路工 3箇所
用地面積 6,498㎡
地権者数 48人
事業費 310百万円
工期 昭和58年度～昭和60年度

図-3 流量配分図

写真-1 茅野横河川被災状況

写真-4 茅野横河川竣工写真

写真-3 茅野横河川被災箇所

図-2 被災状況図

被災箇所

写真-6 茅野横河川砂防えん堤
H=13.5 ｍ L=127m

H1 竣工

写真-5 桧沢川砂防えん堤
H=13.0ｍ L=57.2m

H12竣工

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤

谷 止 工

死者発生箇所

凡 例

S58災害 桧沢川
流路工 1421m

S58災害 前島川
流路工1097mS58災害 横河川

流路工 1104m

治水碑

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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昭和58年豪雨災害 河川災害関連事業 桧沢川/前島川 茅野市宮下他
桧沢は、霧ヶ峰高原に端を発し、茅野市北大塩地籍で前島川が合流し、さらに下流米沢地籍の比較的短い区間で茅野

横河川に流入している。昭和58年9月28日～29日の日本列島南岸沿いを通過した台風10号による記録的な豪雨によりい
ずれの河川も氾濫決壊し大きな災害を受けた。

これを契機として河川災害関連事業として採択され、河積の拡大、河道修正等一貫した改修計画により抜本的に改修
されることになった。この事業は⾧野県が昭和58年度に着手し、昭和60年度に完成した。

連続雨量

日最大

1h最大雨量

檜沢川 前島川

床下浸水　47戸 床下浸水　8戸

浸水面積　0.15ha 浸水面積　0.3ha

昭和58年9月豪雨被災状況

　22時　茅野市災害対策本部設置

被災状況

被災経緯

230ｍｍ

186ｍｍ

23ｍｍ

9月27日13時10分大雨洪水注意報

9月28日9時50分　大雨洪水警報

　11時40分台風10号に関する情報

図-1 位置図

災害復旧工事

檜沢川被災状況と完成

桧沢川 河川災害関連事業
区間 茅野市北大塩
流路工 1,421ｍ

床止工 7基 帯工 9基
橋梁工 8橋
用地面積 5,737㎡
地権者 78人
事業費 337百万円
工期 昭和58年度～昭和60年度

諏訪市

下諏訪町

岡谷市

諏訪湖

茅野市

前島川 河川災害関連事業
区間 茅野市宮下
流路工 1,097ｍ

床止工 4基 帯工 8基
橋梁工 7橋
用地面積 3,140㎡
地権者数 40人
事業費 240百万円
工期 昭和58年度～昭和60年度

図-２ 被災状況図

前島川被災状況と竣工

写真-1 被災状況 茅野市北大塩

写真-2 竣工状況 茅野市北大塩 上記箇所

写真-3 被災状況 茅野市宮下

写真-４ 竣工状況 茅野市宮下 上記箇所

図-3 流量配分図

被災箇所

流 域 図

崩 壊 地

土 石 流 被 害

浸 水 被 害 地

砂 防 え ん 堤

谷 止 工

死者発生箇所

凡 例

S58災害 桧沢川
流路工 1,421m

S58災害 前島川
流路工1,097m

S58災害 横河川
流路工 1,104m

写真-6 茅野横河川砂防えん堤
H=13.5 ｍ L=127m

H1 竣工

写真-5 北大塩1号砂防えん堤
H=12.0ｍ L=118m

H16竣工

昭和58年豪雨 災害関連事業

桧沢川砂防えん堤
H=13.0ｍ L=57.2m

H12竣工

治水碑

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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計画諸元

平成18年7月豪雨 災害関連緊急砂防事業 小田井沢川 岡谷市 湊３丁目

災害復旧工事

下流域被災状況

上流域崩壊状況

計画施設配置図

中央自動車道

平成18年７月17日～19日の梅雨前線豪雨による土石流で、死者７名、全壊家屋12戸
を発生させる等、甚大な被害をもたらした。

流域内には不安定土砂が依然として多量に堆積したままであり、保全対象である人
家92戸、湊小学校、湊公民館、中央自動車道、主要地方道岡谷茅野線など、今後の土
砂流出によって災害を被る危険性が極めて高い状況にある。

このため、林務部と連携をとりながら、山腹工、床固工、砂防えん堤、渓流保全工
を整備することで、土砂の流出を防止し、土石流災害から人命、財産を保全し、地域
住民の生活の安全と民生の安定を図る。

被災状況

本川3号ダブルウォールえん堤工
高さ 12m 堤頂⾧ 112m

支川2号ダブルウォールえん堤工
高さ12ｍ 堤頂⾧ 86m

事業用地を少なくす
るため、中下流域は、
U 型水路の形状と
なっている。

A

B

流 出 土 砂 約　１５，０００ｍ
３

不 安 定 土 砂量 約　１８，２９０ｍ
３

土石流が県道岡谷茅野線まで流出

死者　７名　全壊　１２棟　半壊　８棟

一部損壊　２６棟

床上浸水　８戸、床下浸水　２７戸

７／１９  午前４時半頃土石流発生
７／１９　午前６時２０分避難勧告
下流２７０名ほどが避難

被 災 経 緯

被 災 状 況

数量 数量 数量

3基 1基 山腹工 ５渓流 ２．６ha

１０００ｍ 土留工 ２７基

４５６ｍ

事　業　費 ７９８ （百万円） 事　業　費 １，２５７ （百万円） 事　業　費 ２３５ （百万円）

砂防えん堤砂防えん堤

付替道路

名　　称名　　称 名　　称

　災害により、崩壊が発生し生産さ
れた土砂が、渓流に堆積している
もので、放置すれば次期出水によ
り下流に著しい土砂災害を及ぼす
恐れがある場合に緊急的に施工を
必要とする事業をいう

　該当する渓流全体に流出が予想
される土砂災害を防ぐための事業
　災害年の次年度から３年間（平
成１９年度～２１年度）で整備

渓流保全工

災害関連緊急砂防事業 激甚災害対策特別緊急事業 治山事業(林務部施工）

　崩壊地に植物が生育できるよう
斜面を安定させる山腹工や沢の谷
止め工などにより、土砂の流出や

崩壊の拡大を防ぐ事業

区分 高さ(m) 堤頂長(m) 立積　(m
３
） 捕捉量（m

３
）

1号 ダブルウォール 11.0 86 7,567 3,740
2号 ダブルウォール 12.0 86 8,100 6,590
3号 ダブルウォール 12.0 112 10,168 13,730

砂防激特 4号 コンクリート 8.0 45 1,810

型式

災害関連

構造図 （下流部）

本川上流部治山事業（C地区）C

流 域 界

保 全 対 象

CO 砂 防 え ん堤

DW 砂 防 え ん堤

床 固 工

沈 砂 地

山 腹 工

谷 止 工

崩 壊 地

不安定堆積土砂

凡　　例

災関堰堤

治山山腹工

A

湊小学校

N

諏訪湖

保全対象
家屋 ９２戸
公共施設

中央自動車道
湊小学校
湊公民館
県道岡谷茅野線

付替道路工
L=２３５ｍ

渓流保全工
L=１０００ｍ

付替道路工
L=２２１ｍ

A

D

E

B

C

３号

４号

小
田
井
沢
支
川
↓

小田井沢本川→

B

C

砂防災害関連
砂防激甚対策
治山事業

指定解除予定
指定が残存

凡　　　例

土石流特別警戒区域

湊公民館

1号砂防えん
堤

2号砂防えん
堤

h=12m,,L=86m

3号砂防えん堤
h=12m,,L=112m

4号砂防えん
堤

h=8m,,L=46m

令和3年8月豪雨災害

令和3年8月13日5時～8月15日9時までの総降雨量は386mmに達した。特
に時間別降雨量で特に多いのは8月15日3時～4時の39.5mmである。小田
井沢の本川は平成18年7月豪雨災害の復旧工事で施工した谷止工はほぼ機
能を発揮したが流路工は各所で損傷し土砂と共に流下した。しかし下流の
砂防えん堤がほぼ捕捉し住宅地の流出を抑えた。

治山事業で設置された鋼製の谷止工
が土石流の抑制に寄与したが、流路
工などの多くが流失した。

林道清水水生久保線の土留め法面崩
壊堂田峠北150m付近大規模な崩壊
により林道の路面の半分が欠損

本川上流の4号格子型鋼製えん堤、
高さ8m、堤頂⾧45mが約1,800ｍ
３の土石流及び流木を捕捉した。
なお、地元の方が植樹した「みん
なの森林」はいずれも役割を果た
し被災を防いだ。

本川上流の4号格子型鋼製えん堤を上空から

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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平成１８年７月豪雨による土石流で、死者１名、全壊家屋３戸を発生させる等、甚大な被害
をもたらした。流域内には不安定土砂が依然として多量に堆積したままであり、保全対象であ
る人家３２戸・中央自動車道・ＪＲ中央東線・耕地等は、今後の降雨による土砂流出によって
災害を被る危険性が極めて高い状況にある。このため、林務部と連携しながら、山腹工、谷止
め工、えん堤工・遊砂地工・渓流保全工を整備することで、有害な土砂の流出を未然に防止し、
土石流災害から人命、財産を保全し、地域住民の生活の安全と民生の安定を図る。

計画諸元

平成18年7月豪雨 災害関連緊急砂防事業 志平川 岡谷市 川岸橋原

施工状況写真

志平川橋原工区 ダブルウォールえん堤
高さ11m 堤頂⾧96m

計画施設配置図

被災状況（A）

崩壊状況（B)

被災状況

型　式 高さ（ｍ） 堤頂長（ｍ） 立積（ｍ３） 補足量等（ｍ３）

ダブルウォール 11.0 96.0 10,068 15,790

コンクリート 7.0 53.0 1,545 1,450

１号

２号

区分

構造図

流域面積 0.7ｋｍ２ 区間 単位 下流 中流 上流

Ｗ１ ｍ 2.3 1.5 1.4

Ｗ２ ｍ 3.9 3.1 3

Ｈ ｍ 16 1.6 1.6

勾配　i 1/50 1/25 1/13

流量 ｍ３/ｓ 14.0 14.0 14.0

　渓流保全工

Ｗ２

Ｗ１

Ｈ

数量 数量 数量
２基 ６００ｍ 山腹工 1渓流 0.22ha

１箇所 谷止工 ２基
７０５ｍ 土留工 ２基

　橋梁工 ５橋 床固工 ２基
事業費 事業費 事業費 １０１百万円

　崩壊地に植物が生育できるよう
斜面を安定させる山腹工や沢の谷
止め工などにより、土砂の流出や
崩壊の拡大を防ぐ事業

名　　称

４３４百万円 １１２６百万円

　渓流保全工

　砂防えん堤工
　遊砂地工
　付替道路工

名　　称 名　　称

災害関連緊急砂防事業

　該当する渓流全体に流出が予想
される土砂災害を防ぐための事業
　災害年の次年度から３年間（平
成１９年度～２１年度）で整備

激甚災害対策特別緊急事業

　災害により、崩壊が発生し生産さ
れた土砂が、渓流に堆積している
もので、放置すれば次期出水によ
り下流に著しい土砂災害を及ぼす
恐れがある場合に緊急的に施工を
必要とする事業をいう

治山事業(林務部施工）

保全対象

被災情況 （A)

崩壊状況 （B)

諏訪

渓流保全工
L=705m

N

中央自動

激特遊砂池工

治山山腹工
B

激特砂防

災関砂防

治山事業

凡　　例

1号砂防えん堤
h=11m,,L=96m

埋文発掘調査

付替道路工

A

保全対象
人家 ３２戸

公共施設
中央自動車道
ＪＲ中央東線

流出土砂 約　４，８００ｍ３　　　※１

不安定土砂量 約１５，２００ｍ３

※１：「平成１８年７月豪雨土石流災害検討委員会」資料より

死者１名、全壊家屋３棟　一部損壊１１棟
床上浸水　３戸、床下浸水　２０戸
JR中央東線７/１９～８/７不通

被災経緯
７/１９  ４時３０分頃土石流発生
大型土のうによる応急工事実施

被災状況

2号砂防えん堤
h=7m,,L=53m
H20.3竣工

竜上

現地に設置された治水記念碑

令和3年8月豪雨災害

当か所に近い辰野町の雨量計によると令和3年8月13日5時
～8月15日9時までの総降雨量は観測史上最大の386mmに
達した。志平沢上流部右支川で沢沿いに土石流が発生し
たが下流域のところでとどまり住宅地の流出を抑えた。

❶志平川上流砂防えん堤より400m
上流右支川に発生した土石流
幅40ｍ ⾧さ300ｍ

❷志平川沢沿いは洗堀された箇所
がある一方、上流からの流木及び
土砂が堆積している

❶R3崩壊地

❷R3河床堆積

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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　　平成18年7月豪雨災害被災経過

上の原小学校の体育館に土砂流入

平成18年７月17日～19日の梅雨前線豪雨により発生した土石流は、岡谷市立上の原小学校など本地域において甚大な被害
をもたらした。流域内には不安定土砂が依然として堆積したままであり、下流の人家21戸・岡谷市立上の原小学校、老人
ホーム等は、今後の降雨による土砂流出によって災害を被る危険性が高い状況にある。

このため、砂防ダム、沈砂地工等の砂防施設を整備することで、土石流災害から人命、財産を保全し、地域住民の生活の
安全・安心を実現する。

老人ホーム

上の原小学校

洗心荘駐車場に土砂流入

被害状況を上空から撮影

岡谷市

N

下諏訪町

諏訪市

本沢川

小田井沢

待張川

川岸駅

諏訪湖
釜口水門

有賀峠

施工位置

横
河
川

長久保沢

完成した治山事業

長久保沢の計画

通常砂防事業 横河川左支川 岡谷市 上の原・長久保沢

上の原小学校

国道20号バイパス

平成18年7月
豪雨災害

令和3年8月
豪雨災害

⑴上の原 保全対象
人家 ２１戸
公共施設

上の原小学校
老人ホーム
国道20号バイパス

砂防えん堤
h=6.5m,L=87.7m
H20.1竣工

砂防えん堤
h=6.5m,L=52m
H23竣工

⑵長久保沢 保全対象
人家 ２４８戸
公共施設

上の原小学校
国道２０号バイパス

計画施設配置図

被災状況

上流部崩落状況（長久保沢）

砂防えん堤下の床固め工及び沈砂 砂防えん堤から上の原小学校を望む 長久保沢砂防えん堤長久保沢砂防えん堤一般図

52.0ｍ

導流堤

長久保沢上流部崩壊状況

長久保沢と交差する林道が被災

長久保沢砂防えん堤堆砂状況

災害復旧工事

令和3年8月豪雨災害

平成18年7月の豪雨では発生しなかった⾧
久保沢で土石流が発生したが発生を予測

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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箇所概要

写真2 上流荒廃状況

平成18年豪雨 災害関連緊急砂防事業 中ノ沢川 諏訪市 北真志野。

写真3 下流被災状況

計画施設配置図

平成１８年７月１７日～１９日の梅雨前線豪雨により中ノ沢の上流部で発生した土石流は、下流部の渓流保全工を埋塞したた
め、主要地方道岡谷茅野線に溢水する等、社会資本に甚大な被害をもたらした。流域内には不安定土砂が依然として多量に堆積
したままであり、保全対象である人家２８９戸・主要地方道岡谷茅野線・中央自動車道・豊田保育園・豊田公民館・耕地等は、
今後の降雨による土砂流出によって災害を被る危険性が極めて高い状況にある。

このため、えん堤工を整備することで、有害な土砂の流出を未然に防止し、土石流災害から人命、財産を保全し、地域住民の
生活の安全と民生の安定を図る。

１４．５ｍ

８５ｍ

写真4   1号格子型鋼製砂防えん堤 高さ14.5m、堤頂長80m

施工状況写真

構造図

数  量 数  量 数  量
砂防えん堤 ｺﾝｸﾘｰﾄ １基 砂防えん堤 ｺﾝｸﾘｰﾄ １基 山腹工 0.2ha

付替道路 586ｍ 　谷止工 9基
事業費 事業費

名　　称 名　　称 名　　称

　該当する渓流全体に流出が予想
される土砂災害を防ぐための事業
　災害年の次年度から３年間（平
成１９年度～２１年度）で整備

４６４百万円３３７百万円

災害関連緊急砂防事業 激甚災害対策特別緊急事業 治山事業(林務部施工）

　災害により、崩壊が発生し生産さ
れた土砂が、渓流に堆積している
もので、放置すれば次期出水によ
り下流に著しい土砂災害を及ぼす
恐れがある場合に緊急的に施工を
必要とする事業をいう

　崩壊地に植物が生育できるよう
斜面を安定させる山腹工や沢の谷
止め工などにより、土砂の流出や
崩壊の拡大を防ぐ事業

流出土砂 約 ３,０００ｍ3

不安定土砂量 約 １２,０００ｍ3

被災経緯

 7/19 9:00頃 川の濁りに気づき住民に避難を呼びかけ
   　   9:45頃 １回目の土石流発生
        10:00   諏訪市避難勧告発令(118世帯339名)
 諏訪西中学校への避難完了後、２回目の土石流発生

被災状況
　 土石流により流路が閉塞され、
 　　　　　　　　土砂が県道岡谷茅野線まで流出
一部損壊　１棟、床下浸水２３戸

区　分 型式 高さ(m) 堤頂長(m) 立積(m3) 捕捉量(m3)
1号えん堤 格子型鋼製 14.5 80 6,365 22,660
2号えん堤 格子型鋼製 13.0 88 4,992 22,740

図-1 位置図

岡谷

N下諏訪

諏訪

本沢川
小田井

待張川

諏訪釜口水門

有賀峠

被災箇所

計画諸元

崩壊地写真（B)
(主)岡谷茅野線

G

C

←
新
川

N

豊田診療所

既存えん堤
h＝５m
S５３竣工

２

写真ー１; 治山工事状況写真

保全対象
人家２８９戸

公共施設
中央自動車道
県道岡谷茅野線
豊田診療所

１

1号砂防えん堤
h=14.5m,,L=80

m

2号砂防えん堤
h=13m,L=88m
H22.3竣工

３

流 域 界

保 全 対 象

CO 砂 防 え ん 堤

DW 砂 防 え ん 堤

床 固 工

沈 砂 地

山 腹 工

崩 壊 地

不 安 定 堆 積 土 砂

凡　　例

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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諏訪市小田井沢は、過去に災害を受けたこともあり、砂防事業により
昭和53年度にえん堤１基、治山事業により平成７年度から11基の谷止
工の整備が進められていた渓流である。保全対象として、人家81戸、
県道岡谷茅野線、中央道などがあり、平成12年度より県道岡谷茅野線
に架かる水路橋の解消事業が進められていた。平成21年８月８日時間
雨量が100mmを超えるゲリラ豪雨により約14箇所の崩壊が発生し土石
流により住宅地に2,500ｍ３の土砂が県道まで流出し被害を与えた。

❷ 山腹崩壊状況

❶ 上流の渓流荒廃状

４

既存えん堤
h=12mL=50m

谷止工 床固工 えん堤

治山事業 林務部 11
砂防事業 建設部 1

既存の治山・砂防施設

区　分

小
田
井唐

沢

中央自動車道

新川→

砥
沢
川

流 出 土 砂 約２，５００ｍ３

不 安 定 土 砂 量 約１１，４００ｍ３

土石流が県道岡谷茅野線まで流出

床上浸水９２戸、床下浸水９７戸　　（新川流域全体）被 災 状 況

被 災 経 緯
８／８　１８：３８　大雨洪水警報
　　　　　１９：３０　土石流発生　岡谷茅野線橋桁下埋塞
　　　　　２０：４０　同線通行止め

保全対象
人家 ８１戸

公共施設
県道岡谷茅野線
中央自動車道
集会施設 １戸
保育園 １戸

平成21年豪雨 災害関連緊急砂防事業 小田井沢川 諏訪市大熊下

被災状況

えん堤型式 高さ（ｍ） 堤頂長（ｍ）立積（ｍ３）
コンクリート 14.5 98.0 2850

９６.０

１４．５ｍ

❸ 中央道上砂防えん堤堆砂状

名　　称 数量 名　　称 数量

谷止工 １基 えん堤 １基

山腹工 １箇所

注；事業の内容については確定したものではありません

災害対策事業の内容

災害関連緊急治山 災害関連緊急砂防

市道復旧後に工事
【応急】被災護岸大型土のう設置
　　　　　既存えん堤　流路確保

構造図

写真-4  完成した砂防えん堤 高さ14.5ｍ 堤頂⾧98ｍ

湖南小学校

田辺区

大熊区

❺ 県道付近土砂堆積状況 ８月９日６

５００ｍ０ｍ

砂防えん堤
h=14..5mL=98m
竣工H23

❶

❷

❸ ❺❹

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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唐沢川は、治山事業により平成３年度から15基の谷止工の整備が進め
られていた渓流である。保全対象として、人家179戸、県道岡谷茅野線、
中央道などがあり、平成15年度には水路橋の解消事業が完了していた。

平成２１年８月８日時間雨量100ｍｍを超えるゲリラ豪雨により、約
12箇所の崩壊が発生し、土石流により、8,000ｍ３の土砂が県道まで流出
し被害を与えた。

流 出 土 砂 約８，０００ｍ３

不 安 定 土 砂 量 約１７，５００ｍ３

土石流が県道岡谷茅野線まで流出

床上浸水９２戸、床下浸水９７戸　　（新川流域全体）

被 災 経 緯

８／８　１８：３８　大雨洪水警報

　　　　　１９：３０　土石流発生　岡谷茅野線橋桁下埋塞

　　　　　２０：４０　同線通行止め

被 災 状 況

構造諸元

計画諸元

被災状況

名　　称 数量 名　　称 数量

谷止工 ２基 えん堤 ２基

付替道路 ３１４ｍ既存流路工しゅんせつ

災害関連緊急治山 災害関連緊急砂防

【通常治山事業】
　　順次谷止工設置

①上流の渓流荒廃状況

保全対象
人家 １７９戸

公共施設
県道岡谷茅野線
中央自動車道
集会施設 １戸

写真-3 ２号透過型鋼製えん堤H=10m  L＝61m 写真-4 １号コンクリートえん堤 H=10.5m 

②県道岡谷茅野線付近被災状況

唐
沢
→

平成21年豪雨 災害関連緊急砂防事業 唐沢川 諏訪市大熊

大熊区

田辺区

神宮寺区

谷止工 床固工 えん堤

治山事業 林務部 4 14
砂防事業 建設部 3

既存の治山・砂防施設

区　分
５００ｍ０ｍ

1号砂防えん堤
h=10.5mL=49m
竣工H23.3

２号砂防えん堤
h=10.0mL=61m
竣工H23.3

❶

❷

❸

❹

高さ（ｍ） 堤頂長（ｍ） 立積（ｍ
３
）

１号 コンクリート 10.5 49.0 1,901

２号 透過型鋼製 10.0 61.0 2,107

えん堤型式

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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②橋梁工事中う回路が被災①谷止工の堆砂状況

諏訪大社

神宮寺諏訪線

権現沢

唐沢川

２

４

５００ｍ

①以前は権現沢は県道の上を流れていた

(主）岡谷茅野線

権現沢

保全対象
人家１３０戸

公共施設
県道岡谷茅野線
中央自動車道
集会施設 ２戸

1号砂防えん堤
h=12.5mL=66m

既存えん堤
h=6.7mL=35m

2号砂防えん堤
h=6.7mL=35m
竣工H24

谷止工 床固工 えん堤

治山事業 林務部 13

砂防事業 建設部 4 1

既存の治山・砂防施設

区　分

３

１

内山雨量局
h21.8.8 時間雨
量102㎜を記録

０ｍ

大熊区

神宮寺区

権現沢は、新川の上流部に位置し、昭和58年度災害を受けたことより、治山
事業及び砂防事業により整備がある程度実施されていた渓流である。保全対
象として、県道、県営湖南団地などがあり、水路橋の解消事業が進められて
いた。

平成21年8月8日時間雨量が100mmを超えるゲリラ豪雨により約５箇所の崩
壊が発生し土石流により住宅地に2,５00ｍ３の土砂が県道まで流出し被害を
与えた。

平成21年豪雨 災害関連緊急砂防事業 権現沢川 諏訪市大熊上

流 出 土 砂 約２，５００ｍ３

不 安 定 土 砂 量 約１3，０００ｍ３

土石流が県道岡谷茅野線まで流出

床上浸水９２戸、床下浸水９７戸　　（新川流域全体）被 災 状 況

被 災 経 緯

８／８　１８：３８　大雨洪水警報

　　　　　１９：３０　土石流発生　岡谷茅野線橋桁下埋塞

　　　　　２０：４０　同線通行止め

えん堤構造諸元

計画諸元

被災状況

❹ 完成した１号コンクリートえん堤 高さ h＝❸ 完成した2号コンクリートえん堤 高さ h＝11.0

諏
訪
大
社

名　　称 数量 名　　称 数量 名　　称 数量

谷止工 １基 砂防えん堤 １基 砂防えん堤 １基

付替道路 ５００ｍ

災害対策事業の内容

通常治山事業 災害関連緊急砂防 特定緊急砂防

高さ（ｍ） 堤頂長（ｍ） 立積（ｍ３）

１号 コンクリート 12.5 66.0 2,647

２号 コンクリート 11.0 66.0

えん堤型式

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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小田井沢

中央自動車道

①

源頭部の崩壊状況

時間最大雨量
１．後山 天竜川工事事務所

１８～１９ １１８mm
２．湖南 伊那建設事務所

１８～１９ １０８mm
３．大熊 諏訪市

１９～２０ １０２mm

流木を捕捉しているﾀﾞﾑ

沢川は、守屋山を源流とし、諏訪市後山集落を流下し途中箕輪ダムを経て天竜川に合流する河川で、こ
れまでは砂防施設として上流に後山上えん堤が整備されたくらいで支川には砂防施設は特に設置されて
いなかった。

今回は、この後山地区に時間雨量118mmのすざましい降雨により沢川支川の細沢で土砂が流出し市道
や田畑に被害が発生した。 沢川上流に設置された後山上砂防えん堤

小田井沢唐沢

１

保全対象
人家４戸

公共施設
県道諏訪箕輪線 至る箕輪ダム

平成21年豪雨 災害関連緊急砂防事業 細沢 諏訪市後山

降雨状況被災状況

計画諸元

沢川上流の後山えん堤 （ｈ=14ｍ,L=120ｍ,H13竣工）
湖のえん堤が土砂を食い止めたことにより被害を少なくした

②

岡谷市

N

諏訪市

諏訪湖
釜口水門

有賀峠

１

２
３時間１００mmを

超えたエリア

細沢

後山えん堤

2号コンクリート砂防えん堤 高さH=7.5m、堤頂⾧L=25.7ｍ １号コンクリート砂防えん堤 高さH=5.5m、堤頂⾧L=19.2m

流 出 土 砂 約　６００ｍ３

不 安 定 土 砂 量 約 ２，２００ｍ３

土石流が市道や田畑に流出

床上浸水床下浸水など特になし

８／８　１８：３８　大雨洪水警報
　　　　１９：００頃　土石流発生

被 災 状 況

被 災 経 緯

ゲリラ豪雨が発生したエリア

諏訪市後

1号砂防えん堤
h=5.5m、
L=19.2m

2号砂防えん堤
h=7.5m、
L=25.7m

諏訪市後山区

高さ（ｍ） 堤頂長（ｍ） 立積（ｍ
３
）

１号 コンクリート 5.5 19.2 312
２号 コンクリート 7.5 25.7 518

えん堤型式

写真ｰ① 下流域の被災状況

被災状況を上空から

後山雨量局（国）

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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平成21年80月豪雨災害における 既存の治山施設、砂防施設の効果事例
中ノ沢 諏訪市北真志野

諏訪市後山、沢川上流に整備されていた後
山上砂防えん堤は、今回流域に１時間
118mmと想像を絶する豪雨を受け土石流が
発生したが、多くの土砂をせき止め下流の被
害を防ぎました。 また、空き容量で流量を
洪水調節を行うことにより下流河川の被害を
少なくしました。

中ノ沢は、平成18年7月の豪雨により
流出した土石流により県道岡谷茅野線
などが通行止めになる等の被災を受け
ました。このため、災害復旧として、
治山事業で谷止工等９基、砂防事業で
砂防えん堤が１基（現在２基目が工事
中）が整備されていたため、平成21年8
月豪雨には、土石流の発生を抑え被害
を少なくしました。

沢川上流に設置された後山上砂防えん堤 ｈ＝14ｍ L=120ｍ V=10,786ｍ３ 平成13年6月竣工

❸下流域に設置された透過型砂防えん堤 ｈ＝14.5ｍ平成21年8月9日撮影
上流の谷止工等により土砂の発生が抑えられたため流出土砂が見られない。

❷上流域の整備された谷止工群

沢川

岡谷市
N下諏訪町

諏訪市

諏訪湖
釜口水門

時間100mmを超えたエリア

１

２

後山 １１８mm

湖南 １０２mm

大熊 １０２mm

中
央
自
動
車
道

岡
谷
茅
野
線

３
１

２
中ノ沢川

平成21年8月8日に日本の南で発生した熱帯
低気圧は北上しながら9日21時に台風9号とな
り、10日に紀伊半島の南、11日には、東海と
関東の南を通って日本の東海上を進んだ。

この熱帯低気圧及び台風周辺の湿った空気の
影響で、8日～11日にかけて九州地方から東北
地方の広い範囲で大雨となった。この台風によ
り、徳島県、岡山県、兵庫県、⾧野県(茅野
市）で死者14名、行方不明者16名に及ぶ被害
をもたらした。

１号えん堤
ｈ＝14.5ｍ
h19年度完成

２号えん堤
ｈ＝13.5ｍ
h21年度完成

諏訪湖

2009年8月8日19:00

諏訪市西山地区には、１時間100mmを超
える集中豪雨があり多くの被害が発生した。

諏訪測候所の最大時間降雨量は平成21年8
月15日に記録した74.5mm、今回記録した時
間 118mmの降雨量は約1.58倍にあたる。

沢川 諏訪市後山

平成21年8月8日、時間雨量100mmを超える豪雨が発生しました

位置図

❶平成18年7月の豪雨による下流被災状況

後山砂防えん堤を上流から望む

水位が約３m上昇した

諏訪湖

雨

連続雨量121mm

108mm/h

2

岡谷ＪＣ

50mm/h

100mm/h 湖南

大熊
小
田
井
沢

砥
沢
川

唐
沢
川

権
現
沢
川

細
沢
川

諏訪IC

中央自動車道

❶ 諏訪市 後山
天竜川工事事務所測定
18時～19時
118ｍｍ

連続雨量153mm

❷諏訪市後山
伊那建設事務所測定
18時～19時
108ｍｍ
連続雨量121mm

❸ 諏訪市大熊
諏訪市測定
19時～20時
102ｍｍ

3

1

後山

有賀峠

砂防えん堤

谷止工等

治山谷止工等
ｈ19年度完成

２

１

雨量計の設置位置と降雨記録

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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護岸並行区間L=450n 道路分離区間 L=650m

断面②

床上浸水対策特別緊急事業区間
L=800m ｈ１４～ｈ１８

河川激甚災害対策特別緊急事業区間
L=1,000m ｈ18～ｈ２２

←
野
明
沢
川

←
南
沢
川

(主)岡谷茅野線

内水による浸水

新川本川、支流越水、内水による浸水

土石流による県道橋梁部埋塞、
内水による浸水

13号橋

越水箇所
L=200m

西友コメリ

道路単独区間 L= 430m新川先線 整備区間 L= 1160m

平成21年8月8日諏訪市西部の時間100ｍｍを超える集中豪雨は、新川に合流する河川の土砂流出及び新川沿川
の浸水被害など甚大な被害をもたらした。

再度災害を防ぐため、新川先線の砥沢川合流点から新川起点の権現沢合流点までの延⾧1,160mm区間の河川
改修を整備するとともに並行する岡谷茅野線の道路改良を進めることとしている。

県道岡谷茅野線は、歩道が未整備であることから、近年この区間で交通事故による死者が６人発生した.照明
灯の設置や路面標示の改善などの対策を行ってきたが、バイパスの整備により現道の交通が転換するので交通
の安全性向上が期待されている。また、西街道の交通問題を考える会及び湖南区⾧会が現道の大型車規制を公
安委員会に要望している。

写真ｰ２ 岡谷茅野線沿い浸水被害写真-1 橋にひっかった流木 写真ｰ３ 新川団地浸水被害 最大1.2ｍ

木橋(市道橋)流出

平成21年8月豪雨災害 社会資本整備総合交付金 新川 諏訪市湖南

田辺区

大熊区

北真志野区

神宮寺区

南真志野区

標準横断図

中洲神宮寺交差点
ミニバイパス事業概要
延⾧ L= 640m 幅員 W= 14.0m
構造物

中央道ボックスカルバート
延⾧ L= 18.0ｍ

中洲神宮寺

湖南大熊

湖南保育園入口

湖南小学校入口

大熊西

大熊

勾配 1/600
計画流量 60ﾄﾝ/
ｓ

写真ｰ4 出動した排水ポンプ車

災害対策排水ポンプ車

排水能力30ｔ/分
接続ホース50ｍ

❶

❷
❸

社会資本整備総合交付金（広域連合）防災・安全交付金（広域河川）

← 一 級 河 川 新 川

木橋が水管橋に引っ掛かり、
越水被害を助長

新川河川改修事業概要
・護岸整備 L= 1,160m
・橋梁架替 N= 3 橋
・道路整備 L＝1,160ｍ
・サイホン

白狐線下 4 基
白狐線上 3 基

❹
❺

❻

写真-5 西友対岸

写真-6 大熊西交差点上左岸

諏訪西中学校

湖南小学校

湖南公民館 大熊区公民館

1号砂防えん堤
h=10.5mL=49m
竣工H23.3

２号砂防えん堤
h=10.0mL=61m

1号砂防えん堤
h=12.5mL=66m
竣工H23.3

2号砂防えん堤
h=6.7mL=35m
竣工H24

砂防えん堤
h=14..5mL=98m
竣工H23

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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令和3年8月前線停滞による土石流災害 岡谷市川岸 駒沢
令和3年8月15日早朝、土砂崩れはJR川岸駅の近くで起きた。商店と住宅2軒が道沿いに並び、その裏側に斜面がある。その中の一軒に土砂

が流れ込んだ。 岡谷市によると、現場付近では午前5時すぎに土砂崩れが立て続けに2回あり、このうち2回目のものが被災した住宅を直撃し
たという。最初の土砂崩れ現場のすぐ近くに住む女性は「すごい音がした。まるで飛行機が落ちたようだった」と話した。外に出ると、裏手
の山から崩れた土砂が自宅前の道路に流れ出て、トラックが乗り上げていたという。市内では13日から15日まで断続的に雨が降り続いた。現
場近くの市川岸支所の観測地点では、13日午前４時から15日午前５時までの雨量が374ミリに上った。一方、市が現場の鮎沢区を含む市内14
区に避難指示を出したのは、土石流発生後の午前６時。当時の雨量は避難指示の発令を検討する基準を超えていた。今井竜五岡谷市⾧は15日
の記者会見で「（指示のタイミングについて）今後検証していかないといけない」と述べた。

被災状況
崩壊土砂 800m3

8月15日5時15分発生
中央道上50m付近 幅10m
⾧さ20m、深さ4m

家屋損壊3棟
死者3名 、負傷者２名

駒沢区/的場川流域
平成18年7月豪雨災害 駒沢区
的場川他
半壊2棟 床上浸水11棟
床下浸水32棟

災害復旧工事
砂防えん堤2基

鮎沢区/本沢川流域
平成18年7月豪雨災害 鮎沢区
本沢川
半壊2棟 床上浸水3棟
床下浸水29棟

災害復旧工事
砂防えん堤3基

令和3年8月豪雨災害
大きな斜面崩壊 2個所

被害現場 県道下諏訪辰野線に土砂が流出

位置図

被災地付近の雨量
国土交通省の雨量計（岡谷市湊）
令和3年８月13日午前1時～8月16日午前0時まで
累積雨量386mm
時間最大雨量46mm（8月15日3時～4時）

被害の状況を伝える長野日報紙
1号砂防えん堤の土砂流木捕捉状況

被害現場を上空から望む 左上中央自動車道

本沢川土石流発生個所Ａ地区

本沢川/令和3年8月15日に本沢川流域
の数カ所の崩壊斜面から土石流が発生
したが平成18年7月豪雨災害の後に整
備された砂防えん堤が食い止め住宅地
への流下を防いだ。

令和3年8月豪雨災害復旧工事発注
砂防えん堤2基
⑴ 中大久保えん堤
h=9.5m,l=46m,v=1850m3

⑵ 大久保えん堤
h=8.0m,l=64m,v=1860m3

本沢川保全対象
人家 ７０戸

公共施設
中央自動車道
ＪＲ中央東線

県道下諏訪辰野線

的場川保全対象
人家６５戸

公共施設
中央自動車道
ＪＲ中央東線
県道下諏訪辰野線

災害復旧工事
被害状況図 令和3年8月の被害状況

中央道下ボックス
高さ2.5m×2.5ｍ

中央道下ボックス
高さ3.5m×4m

平成18年7月の被害状況

1号DW砂防えん堤
h=8.5mL=58.8m
竣工H20.3

支川DW砂防えん堤
h=11m,L=52.8m
竣工H19.10 2号砂防えん堤

h=8mL=55m
竣工H20.3

A
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この他にも岡谷市ウノキ沢、長久保沢でも同じように発生した土砂を下流のえん堤がくいとめている

令和3年8月豪雨災害における治山施設、砂防施設の効果事例

１ 小田井沢 岡谷市花岡

２ 志平沢 岡谷市橋原

本沢川 岡谷市鮎沢３

②多くの土砂や流木を捕捉した治山施設

流 域 界

保 全 対 象

CO 砂 防 え ん堤

DW 砂 防 え ん堤

床 固 工

沈 砂 地

山 腹 工

谷 止 工

崩 壊 地

不安定堆積土砂

凡　　例

災関堰堤

治山山腹工

湊小学校

N

諏訪湖

付替道路工
L=２３５ｍ

渓流保全工
L=１０００ｍ

付替道路工
L=２２１ｍ

AD
E

B

C ２号

１号

３号

４号

小田井沢本川

→

湊公民館

２

１

５
４

３

❹被災状況 土砂流出量 7,000ｍ３

❺被災状況 土砂流出量 ４,000ｍ３

❸災状況 土砂流出量 6,000ｍ３

❶被災状況 土砂流出量 12,000ｍ

❷被災状況 土砂流出量 7,000ｍ３

令和3年8月12日～8月15日にかけての集中豪雨により、岡谷市小田井沢、志平沢、本沢上流域で崩壊が
発生し多量の土石流が発生したが、平成18年7月豪雨災害時に整備された治山施設及び砂防えん堤が流下
した土石流を捕捉し下流住宅地への流出を抑えた。

災害発生日 令和3年8月15日
降雨状況 連続雨量 386mm 8月12日23時～8月15日14時
時間最大雨量 46mm 8月15日3時～4時

小田井沢本川下流に整備された4号えん堤は約

1,800m3の流木及び土砂を捕捉した。

4号格子型えん堤被災状況 ｈ=8m,L=45m,h21

下流に整備された砂防えん堤上流部に留められた
流木や土砂

志平沢には平成18年7月豪雨災害を受け2基の砂防
えん堤が整備されていた。

上流 ｺﾝｸﾘｰﾄえん堤 h=11m,L=96m,h20
下流 ﾀﾞﾌﾞﾙｳｫｰﾙえん堤 h=7m,L=53m,h20

本沢には平成18年7月豪雨災害を受け3基の砂防えん堤が整備され
ていた。

本川上流 ｺﾝｸﾘｰﾄえん堤 h=8m,L=55m,h20.1
下流 ﾀﾞﾌﾞﾙｳｫｰﾙえん堤 h=8.5m,L=58.8m,h20.1

支川 ﾀﾞﾌﾞﾙｳｫｰﾙえん堤 h=11m,L=52.8m,h19.10

小田井沢には平成18年7月豪雨災害を受け4基の砂防えん
堤が整備されていた。

本川 砂防えん堤

4号（格子型） h=8m,L=45.8m,h21.11
3号（DW) h=12m,L=117.8m,h20.3

支川 砂防えん堤

2号(DW) h=12m,L=86.4m,h19.12
1号(DW) h=11m,L=86.4m,h20.1

下流砂防えん堤が1,900ｍ３の流木及び土砂を捕捉した

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害
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令和3年9月5日豪雨災害 下馬沢 茅野市高部

位置図

被害の状況を伝える⾧野日報紙

❷コンクリートえん堤 高さ6.4ｍ
長さ26.2ｍ 昭和58竣工
えん堤天端上40㎝に越流痕跡あり

災害状況図

令和3年9月5日に集中豪雨により茅野市下馬沢上流の山腹の渓流で複数の土石流が発生し、中流域から下流（宮川との
合流地点）まで土砂が堆積したため河川が氾濫し、土砂も一緒にあふれ出た。その土砂は、下馬沢沿いの住居や、県道
岡谷茅野線に架かる下馬橋などに押し寄せた。建物の被害として高部地区102棟（住家48棟）が被災した。内訳は高部73
棟（全壊8棟、床上浸水17、床下浸水48）安国寺8棟（床上浸水4、床下浸水4）西茅野17棟、一時土砂の撤去作業などの
ため高部交差点～高部東交差点間は交通止めとなった。上流に高さ6.4m、幅26.2mの砂防えん堤１基と河床の土砂が削ら
れるのを防ぐ「床固工」2基がある。これらが一部の土砂をせき止めたが、これを上回る土砂が流れ出た。（国土交通省
の専門家の調査によると1万ｍ3以上の土砂が流出したとの見解を示した）
下馬沢に整備された砂防えん堤は、1983年（昭和58年）に設置され、下馬沢川には流路工も整備されている。流路工の
一部はコンクリートだが、大半は石積み。上流部には土石流の流出を感知するワイヤーセンサーが設置された。なお、
河床やえん堤がせき止めた土砂や不安定土砂の撤去などが行われた。

１０，０００ｍ３

不明

家屋全壊8棟

県道岡谷茅野線交通止め

5日18:34 茅野市大雨警報
19:00 下馬沢沿いの道路に石が流れ始める
19:40 茅野市対策本部設置

19:45 安国寺・高部に避難命令

5日付けで災害救助法適用

流出土砂

不安定土砂

被災状況

被災

経緯

災害救助法

❶上流域被災状況大きな石が散在

❸下流域被害状況 ❹下流域被災状況

❸

旧伊奈街道

19時～20時 63mm

総雨量 159ｍｍ

杖突峠（9月5日）

区分 型式 高さ(m) 堤頂長(m) 竣工

現況 コンクリート 6.4 26.2 s58

計画 コンクリート 12.0 116.0

区分 型式 高さ(m) 堤頂長(m) 竣工

西沢川 コンクリート 14.0 75.0 s61

水眼沢 コンクリート 14.0 116.8 s57

近隣の砂防えん堤

災害復旧工事

被害状況写真
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諏訪市湖南地区防災連絡協議会は、地域住民の隣保協同の精神に基づく自主的な防

災活動の各区防災組織間の連携を高め、災害時の地域の防災体制の充実強化を目指す

として地域の役員や防災士等専門知識を有する人が自主的に設立した組織です。 

会⾧ 高山宏 事務局は諏訪市湖南公民館 

〒392-0131 諏訪市湖南 4038-6  
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作成にあたり諏訪建設事務所、諏訪地域振興局、各市町村にご協力を頂き感謝申し

上げます。 

 

諏訪地域に発生した洪水・土石流災害


